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国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
に
要
す
る
費
用
に
あ
て
る
た
め
の
目
的

税
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
次
の
3
つ
の
区

分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア

　医
療
保
険
分
【
基
礎
課
税
額
】

医
療
分
の
支
払
い
に
係
る
課
税
額
。

加
入
者
全
員
に
課
税
し
ま
す
。

イ

　後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　【
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
】

後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
の
納
付

に
係
る
課
税
額
。
加
入
者
全
員
に

課
税
し
ま
す
。

ウ

　介
護
保
険
分
【
介
護
納
付
金
課
税
額
】

介
護
納
付
金
の
納
付
に
係
る
課
税

額
。
介
護
2
号
被
保
険
者
（
40
～

64
歳
の
加
入
者
）
に
課
税
し
ま
す
。

世
帯
課
税
主
義

　

世
帯
単
位
で
課
税
し
ま
す
。
納
税
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。

賦
課
方
式  

（　

）
内
は
地
方
税
法
上
、

総
額
を
1
0
0
％
と
し
た
場
合
の
標
準
構

成
割
合

▽
応
能
割(

50
％)

・
・
・
所
得
や
資
産
に

　

着
目
し
て
課
税
す
る
も
の
で
す
。

ア　

所
得
割
（
40
％
）
前
年
中
の
所
得

か
ら
33
万
円
差
し
引
い
た
額
に
税

率
を
適
用
し
ま
す
。

イ　

資
産
割
（
10
％
）
当
該
年
度
の
土

地
・
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額

に
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

▽
応
益
割(

50
％)

・
・
・
加
入
者
全
員
に

対
し
て
同
じ
よ
う
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

ア　

均
等
割
（
35
％
）
加
入
者
1
人
あ

た
り
に
つ
き
一
定
の
金
額
を
課
税

す
る
も
の
で
す
。

イ　

平
等
割
（
15
％
）
世
帯
単
位
で
一

定
の
金
額
を
課
税
す
る
も
の
で
す
。

▽
課
税
限
度
額
・
・
・
定
め
ら
れ
た
限

　

度
額
以
上
の
課
税
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

基
礎
課
税
額
【
医
療
分
】

最
高
額　

51
万
円

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
【
後
期
分
】

　

最
高
額　

14
万
円

　

介
護
納
付
金
課
税
額
【
介
護
分
】　
　

　

最
高
額　

12
万
円

軽
減
・
減
免

◆
世
帯
主
を
含
め
た
国
保
加
入
者
全
員
の

合
計
所
得
が
一
定
の
条
件
以
下
で
あ
る
低

所
得
世
帯
に
対
し
て
は
、
そ
の
所
得
金
額

に
応
じ
て
応
益
割
を
7
割
・
5
割
・
2
割

軽
減
し
ま
す
。

《
軽
減
判
定
基
準
は
、次
の
と
お
り
で
す
》

◇
7
割
軽
減
・
・
・
・
軽
減
判
定
所
得

(

総
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
除
し
た
も

の
を
所
得
と
す
る)

が
33
万
円
以
下
の

場
合

◇
5
割
軽
減
・
・
・
・
軽
減
判
定
所
得
が

（
33
万
円
＋
24.

5
万
円
×
世
帯
主
以

外
の
被
保
険
者
数
）
以
下
の
場
合

◇
2
割
軽
減
・
・
・
・
軽
減
判
定
所
得
が

(

33
万
円
＋
35
万
円
×
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
数)

以
下
の
場
合

※
軽
減
判
定
所
得
と
は
、
総
収
入
か
ら
必

要
経
費(

給
与
所
得
控
除
、
公
的
年
金

等
控
除
な
ど)

を
控
除
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
擬
制
世
帯
主
（
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
）
の
所
得

も
含
め
ま
す
。

◆
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市
の
規
定
に
よ

り
国
保
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

広報せき 2012.9.1

　

国
民
健
康
保
険
は
、職
場
の
健
康
保
険（
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入

し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
も

の
で
、市
で
は
市
民
の
約
3
割
の
方
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

市
国
民
健
康
保
険
は
こ
れ
ま
で
、保
険
税
の
収
納
率
向
上
対
策
や
医
療
費
適
正
化
の

推
進
な
ど
、国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か

し
、医
療
費
は
毎
年
増
加
す
る
一
方
、社
会
の
経
済
情
勢
を
背
景
に
保
険
税
収
入
の
確
保

は
厳
し
く
、平
成
23
年
度
か
ら
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
る
こ
と
と
な
り
、財
政

の
健
全
化
は
本
市
に
と
っ
て
は
大
き
な
財
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
市
国
民
健
康
保
険
の

現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
照
会
先　

　

国
保
年
金
課
☎
23-

6
7
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　

23-

7
7
0
1

そ
の
4

そ
の
3

そ
の
2

そ
の
1

関
市
国
民
健
康

保
険
税
の
概
要



03

注）単 年 度 収 支  ＝  歳入  －  歳出  －  前年度繰越金  －  基金繰入金
　　実質単年度収支  ＝  単年度収支  －  法定外－般会計繰入金

繰
越
金
・
基
金

　
百
万
円

繰
越
金

基

　
金 基

金
取
崩
し

歳
入
・
歳
出

　
百
万
円

翌年度繰越金
年度末基金保有額
歳入
歳出

百万円
百万円
百万円
百万円

9,000

1,500

1,000

500

00

8,000

7,000

百万円
百万円
円

千円
円

平成 18年度
552
1,093
8,651
7,987

平成 22 年度
448
0

9,203
8,823

平成 23 年度
380
0

9,403
9,287

平成 21 年度
477
202
9,248
8,800

平成 20 年度
654
667
9,162
8,688

平成 19 年度
663
912
9,287
8,633

△ 28
△ 113
△ 3,248

△ 299
△ 384
△14,522

△ 332
△558

△ 21,233

△ 671
△ 756

△ 28,323

△ 434
△ 519

△ 19,499

△ 79
△ 164
△ 4,745

85,000
2,444

85,000
3,214

226,000
8,600

85,000
3,186

85,000
3,191

85,000
2,461

単年度収支 

法定外
繰入金

実質単年度収支
総額

1人あたり

総額
1人あたり 関市

歳入

歳出

基金の減少

広報せき 2012.9.1

◆
平
成
20
年
度
ま
で
毎
年
6
億
円
相
当
あ
っ
た
繰
越
金
が
、
平
成
21
年

度
を
境
に
4
億
円
前
後
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
基
金
全
額
2
億
円
ほ
ど
を
取
り
崩
し
て
歳

出
に
充
て
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
に
は
歳
入
不
足
分

す
べ
て
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22

年
度
ま
で
一
律
8
5
0
0
万
円
の
法
定
外
繰
入
（
制
度
上
特
に
定

め
て
い
な
い
繰
入
金
）
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら

2
億
2
0
0
0
万
円
ほ
ど
の
繰
入
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が

今
後
も
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
法
定
外
繰
入
金
は
、
毎
年
度
増
額
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字
が
継
続
し
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
金
や
繰
越
金
で
国
保
特
別
会
計
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
財
政
上
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
法
定
外
繰
入
金
は
制
度
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
繰
入
で
あ
っ
て
、
全

市
民
の
う
ち
約
3
割
の
国
保
加
入
者
の
た
め
に
、
一
般
の
税
金
を
投

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
被
保
険
者
が
高
齢
者
や
無
職
者

を
多
く
抱
え
る
国
保
特
有
の
構
造
的
な
問
題
も
あ
り
、
や
む
を
得
な

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
国
保
の
費
用
も
部
分
的
に
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

関
市
国
民
健
康
保
険
財
政
の
推
移
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保険税
2,309

交付金
負担金
5,968

拠出金・
納付金
2.626

医療費等
6,327

※繰入金・繰越金の計＝１，０９６百万円

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
歳入

◆歳入

百万円

歳出

◆歳出

種別

保険税

交付金・負担金

その他

一般会計繰入金（法定）

一般会計繰入金（法定外）

合　計

金額（百万円）

2,309

5,968

410

490

226

9,403

比率（%）

24.6%

63.4%

4.4%

5.2%

2.4%

100.0%

種別

医療費など

拠出金・納付金など

その他

合　計

金額（百万円）

6,327

2,626

334

9,287

比率（%）

68.1%

28.3%

3.6%

100.0%

その他
410

法定外繰入
226

その他
334法定繰入

490

◆
歳
入

　

国
保
財
政
の
歳
入
は
、
保
険
税
と
交
付
金
・
負
担
金
が
主
な
収
入
で
、
そ
の

他
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付
金
・
負
担
金
は
全
体

の
63・

4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
24・

6
％
と
な
り
ま
す
。

①
保
険
税
は
、
加
入
者
数
や
加
入
者
の
所
得
・
資
産
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
増
減

し
ま
す
。
医
療
費
な
ど
の
歳
出
が
増
加
す
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
保
険
税
を
増

額
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
経
済
状
況
で
は
、
保
険
税
が

個
人
所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
に
増
加
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
た

め
、
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
増
収
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
交
付
金
・
負
担
金
は
、
医
療
費
や
拠
出
金
な
ど
の
増
加
に
連
動
し
て
増
額
に

な
り
ま
す
。

◆
歳
出

　

医
療
費
等
と
拠
出
金
・
納
付
金
で
全
体
の
96
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

①
拠
出
金
・
納
付
金
は
、
社
会
保
険
支
払
基
金
や
国
保
連
合
会
な
ど
へ
定
め
ら

れ
た
金
額
を
支
払
う
も
の
で
、
変
更
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
に
要
す
る
費
用
の
増
加
に
伴
い
、
今
後
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

②
医
療
費
等
は
加
入
者
の
受
診
回
数
や
受
診
単
価
が
下
が
れ
ば
支
払
い
が
減
少

す
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
特
定
健
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品(

後

発
医
薬
品)

の
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　このような深刻な国民健康保険財政の現状を踏まえ、保険者としての責務と国民皆保険制度を守

る観点から関市の国民健康保険を将来にわたり、安定的な医療保険制度として維持するために努め

てまいります。

国
保
財
政
の
概
要（
平
成
23
年
度
決
算
見
込
）
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◆下水道の管理区分

◆下水道施設が故障したときは

●排水管の詰まりなど下水道施設が故障したときは、そ

　の故障した場所の管理者が修理することになります。

●使用者が管理する排水設備の工事は、市の指定を受け

　た下水道排水設備指定工事店で行います。新設、修理

　などの工事は、必ず指定工事店に依頼してください。

●下水道施設の管理区分は、図のようになっています。

●次のようなものは下水道に流さないでください。詰ま

りや悪臭、処理場の機能低下の原因になります。これ

らのものを流して下水道施設に損害を与えた場合は、

その損害を賠償していただくことになります。

　残飯・野菜くず、生理用品・紙おむつ・ウェッ

　トティッシュ、タオル・布類、食用油・機械油、

　ガソリン・灯油・シンナー、薬品など

　「トイレに流せます」と表示のあるものも、できるだ

　　け流さないようにしてください。

◆下水道排水設備の工事は指定工事店で

◆こんなときは

◆下水道の正しい利用を

下水道が

詰まった

下水道の管理区分の図にある「取付ます」

が詰まっているときは下水道課へ、「取付

ます」よりも中側で詰まっているときは指

定工事店へ連絡してください。

使用者の名義

を変えたい

水道課または下水道課の窓口に届け出て

ください。

家族の人数が

変わった

井戸水などを利用している場合や井戸

水などと水道を併用している場合は、

下水道課の窓口に届け出てください。

水道のみを利用している場合は、水道

の使用量で料金を計算しますので、届

け出は不要です。

井戸水などの

使用をやめた
下水道課に連絡してください。

故障場所 区分 連絡先

市の
管理区分

平日の昼間
下水道課
（☎23－7708）

平日の夜間、
休日

市役所宿直、日直
（☎22－3131）

使用者の
管理区分

平日 下水道排水設備指定工事店

休日 休日当番の指定工事店

◆下水道の整備状況（平成24年3月31日現在）

～９月１０日は「下水道の日」です～

下水道 お水がいってる またくるね

◆照会先　下水道課　☎23-7708　  23-7741

下水道普及率

関

99.7％ 97.8％

洞戸

82.0％

60.4％

板取

92.3％

82.5％

武芸川

91.9％

77.6％

武儀

99.4％

90.3％

上之保

95.2％

84.3％

全体

98.5％
94.7％

水洗化率
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10

※日吉ヶ丘保育園は平成25年3月末で閉園となります。
※武儀やまゆり西保育園は平成25年4月から武儀やまゆり東保育園と統合します。
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出　張　受　付　日　程

受付日 受付場所 担当事務所

１０月１日（月） 童 心 保 育 園 子ども家庭課

２日（火） 瀬 尻 保 育 園 子ども家庭課

３日（水） 下有知保育園 子ども家庭課

４日（木） 安 桜 保 育 園 子ども家庭課

５日（金） 富 岡 保 育 園 子ども家庭課

９日（火） 松 渓 保 育 園 子ども家庭課

１０日（水）

南ケ丘保育園 子ども家庭課

む げ が わ
保 育 園

武芸川事務所

１１日（木） 関 保 育 園 子ども家庭課

１２日（金） 小金田保育園 子ども家庭課

１６日（火） 倉 知 保 育 園 子ども家庭課

１７日（水） 中 濃 保 育 園 子ども家庭課

１８日（木） 西 部 保 育 園 子ども家庭課

１９日（金）
田 原 保 育 園
（富岡公民センター
南 側 仮 設 園 舎 ）

子ども家庭課

２２日（月） 富 野 保 育 園 子ども家庭課

◆受付時間　午前９時～午後４時

※出張受付日以外および上記に記載のない保
育園の申し込みについては、子ども家庭課ま
たは各担当事務所にて受付を行います。（平
日午前８時30分～午後5時15分）受付時間内
に申し込みできない方は、子ども家庭課まで
ご相談ください。

※受付場所には、説明のできる方がお越しください。
※１０月中の申し込みとしますが、期間内に申

し込みができない方は、子ども家庭課までご
相談ください。

◆保育料について

※保育料は児童の属する世帯の負担能力（平成
２４年分所得税や平成２４年度市民税）に応
じた基準額表に基づき決定します。国の改正
を基礎としているため、２５年度の保育料基
準額については、来年４月ごろに確定します
ので、ご了承ください。



保健センター 健康だより 照会先 関市保健センター　☎ 24-0111
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ある年齢までにがんと診断されるおおよその確率

講師　山田 邦子さん

　市民の皆さんに乳がんに関心を持っていただくため、武儀医師会主催により、

タレントの山田邦子さんをお招きして講演会を開催します。

　乳がんは早期発見・早期治療すれば、約90％の方が治るといわれています。

　しかし、日本人の乳がん検診受診率は20％前後と低く、関市においては16．５

％（平成23年度）にとどまっており、国のがん対策推進基本計画のがん検診受診

率目標値50％を大きく下回っている状況です。

　この講演会を機会に乳がんに関心を持ち、乳がん検診を受けましょう。

　がんは日本人の死因第1位です。国民の3人

に1人ががんで亡くなり、2人に1人ががんにか

かる時代です。

　一方、多くの研究成果により、がんは生活

習慣・生活環境の見直しにより予防できるこ

とがわかってきました。

　日本人を対象とした調査や科学的な研究に

より「がんを防ぐための新12か条」が提案さ

れています。これを機会にご自身の生活習慣

をチェック！そして今日からチェンジ（改善）し

てみませんか。

乳がん検診ＰＲ講演会 「大丈夫だよ、がんばろう！」

ご存じですか？９月はがん征圧月間です

１条　たばこは吸わない

２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

３条　お酒はほどほどに

４条　バランスのとれた食生活を

５条　塩辛い食品は控えめに

６条　野菜や果物は豊富に

  ７条　適度に運動

  ８条　適切な体重維持

  ９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

１０条　定期的ながん検診を

１１条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

１２条　正しいがん情報でがんを知ることから

◆日　時　９月17日（月・祝）午後１時30分～３時（午後１時開場）

◆場　所　関市文化会館・大ホール

◆定　員　１,０００人（先着順）

◆入場料　無料（入場には入場整理券が必要です。整理券の配布場所などにつ

　　　　　いての問い合わせ先は武儀医師会）

◆照会先　武儀医師会（☎23―1707）

がんを防ぐための新12か条

あなたをがんから守るのはあなた自身です。

公益財団法人がん研究振興財団作成

公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計２０１０年報」より

～がんの情報は各ホームページから～　http://www.jcancer.jp/　公益財団法人日本対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.ganjoho.jp/　がん情報サービス

(%)
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　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会までのスポーツの様子や、国体開催期間中の競技ごとの選手の活躍や市民活動の

様子を写真撮影することで国体に参加していただくとともに、会期後に写真展を開催し国体を振り返ります。

国体に関連したスポーツ活動や、国体会場で写真を撮られた方（年齢問わず）。

４ツ切（Ｗ４ツ切不可）またはＡ４。モノクロ、カラープリント。合成、加工不可。

１人１点。※未発表の作品に限る。

国体の記録として保存するため、応募作品は展示期間終了後、実行委員会へ提供を

お願いします。

10月31日（水）必着

市長賞、教育長賞、市議会議長賞、ミナモ賞、参加賞

11月15日（木）～28日（水）

わかくさ・プラザ「学習情報館・エントランスホール」

市役所、地域事務所、西部支所で配布。市国体ホームページからもダウンロードできます。

http://www.city.seki.gifu.jp/kokutai/toppage.html

◆応募資格

◆作品規格

◆応募点数

◆応募条件

◆応募締切

◆　 賞

◆展示期間

◆展示会場

◆応募用紙

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会

国体写真・スポーツ写真
　コンクールに応募しよう！

◆照会先　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会関市実行委員会事務局　☎23-7755　 23-7741

　豊かな人間性や社会性を培い、自ら考
える力を育てるために、親子や子ども同
士でふれあう、ミナモを使用した楽しい
体験教室がわかくさ・プラザ「学習情報
館」で開催されました。
　7月 24 日は、とんてん館子育て班の
朝日千恵子さんら 4 人を講師に 29 組
45 人の親子らが、はさみや裁縫道具を
使って「ミナモ」フエルトマスコットを
作りました。子どもたちは使い慣れてい
ない針と糸に悪戦苦闘しながらも、母親
の指導を受けながら、慎重に縫い合わせ
て完成させました。
　また、7月 27 日は洋菓子フレシュー
ルパティシエの今村寛実さんを講師に、
エプロン姿の 13 組 26 人の親子らが焼
いたクッキーにミナモの顔を描き、楽し
い時間を過ごしました。

このコーナーでは、ぎふ清流国体・ぎふ清流

大会に向けての市民活動や関市国体推進課か

らのお知らせなど、いろいろな情報をミナモ

がピックアップしてお伝えします。

Vol.22　「夏休みワクワクふれあい学習でミナモ作り」

ミナモピックアップ

ぎふ清流国体の開催に伴い、
今年（平成 24年）の第 45回刃物まつりは、

10月13日（土）・14日（日）に開催します。

ぎふ 清 流 国 体・ぎふ清流大会コ ー ナ ー

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会関市実行委員会　☎23-7755照会先
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　市は、災害時の避難勧告など災害・避難情報を
迅速に伝達できるように「関市あんしんメール」
の配信などと同様、広報手段の一つとして、平成
21 年 10 月から運用しているＮＴＴドコモ「エリ
アメール」に加え、ＫＤＤＩ、ソフトバンクの「緊
急速報メール」による緊急情報のメール運用を開
始しました。
▷エリアメール・緊急速報メール
　関市域内で携帯電話やスマートフォンを利用し
ている方は、仕事や観光などで市内にいる人で
も災害時に市が発信する避難勧告などの緊急情
報などを受信できます。関市民であってもメー
ル配信時に市外（携帯基地局の外）にいる人の
携帯電話へはメール配信されません。
▷配信する情報
　避難準備情報、避難勧告、避難指示など
※大雨警報などの気象警報については、緊急速報
メールの配信情報には含まれていません。関市
あんしんメールをご利用ください（登録必要）。
　

▷利用料金など
　（１）サービス利用料、通信料無料
　（２）登録不要
▷その他
・電源オフ時や電波状態が不安定な場
合、また通話・通信中などは受信で
きません。

・未対応機種や受信設
定が必要な機種があ
ります。設定方法は
各携帯電話会社によ
り異なりますので、
詳しくは各携帯電話
会社ホームページ、
またはお近くの店舗
へお問い合わせくだ
さい。

は も け ん

広報せき 2012.9.1

照会先 危機管理課  ☎ 23-7736  23-7748

刃物のまちの

“刃物検定”

　日本一の刃物産地である岐阜県関市。…三徳包丁の三徳とは？刃物の記念日とは？…

関市が刃物のまちであることは知っていても、刃物そのものについて聞かれると返答に

困ってしまう方も多いのではないでしょうか。

　そこで、今回から2号連続で、刃物検定（通称：はもけん）を実施します。

　広報せき9月1日号と9月15日号に掲載されている問題を全問正解した方の中から

抽選で素敵な景品をプレゼント！どしどしご応募ください。

第1問

第2問

日ごろ使っている刃物を見直し、感謝をする「刃物の日」は

次のうちいつでしょう。

①１月２日　②７月１２日　③１０月１４日　④１１月８日

ハガネ製とステンレス製の包丁の特徴は次のうちどれでしょう。

①ハガネ製は絶対にさびない。

②ステンレス製は絶対にさびない。

③ハガネ製よりステンレス製の方がさびにくい。

④ステンレス製よりハガネ製の方がさびにくい。

◆景　　品
◆応募方法

◆応募期限
◆照 会 先

全問正解者の中から抽選で10人に関の刃物とはもみんグッズをプレゼント
はがきに、今号と次号の問題の答え（全4問）と郵便番号、住所、氏名を記入し、商工課（〒501-3894
若草通3-1）へ送付してください。
9月28日（金）必着
刃物検定プロジェクト（商工課内）☎23-6752

協力：岐阜県関刃物産業連合会

2号 連続企画！

緊急速報 メール運用開始
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男女共同
参画社会

と女 男
ひとひと

女 男
ひとひと

関市男女共同参画懇話会が「男女共同参画推進条例」の制定を提言！！vol.96

照会先 さんかくサポーター事務局（市民協働課内）☎ 23-6831

　7月23日、関市男女共同参画懇話会が、男女共同参画推進条例の制定を求める提言書を尾関健治関
市長に提出しました。内容は、次のとおりです。
「関市では、男女共同参画セミナーや市民フォーラムなどを通して、男女共同参画推進のための啓発事業を
行ってきました。
　しかし、まだまだ男性は外で仕事をし、女性は家事を行うなど固定的な役割分担意識が解消できていま
せん。また、DVやセクハラなど女性に対する人権侵害もあり、関市における男女共同参画の意識や女性の
社会参画は十分ではありません。
　男性も家事を担い、女性が社会へ進出し能力を発揮することで地域は活性化します。また、女性が社会
進出するために環境整備や制度を充実させることは、安定した子育て・教育環境を高めることとなり、それ
により子どもの発達を促進し、未来の地域・社会の担い手を作り出し、高齢化社会を支える基盤にもなります。
　これらのことから、“関市男女共同参画推進条例 ”の制定により、男女共同参画施策が
一層推進されることで、市民一人ひとりが個人として尊重され、性別に関わりなく
個性と能力を十分に発揮し、自分らしく生きることができるまちになることを期待して、
提言します。」
　条例が制定され、男女共同参画が一層進むとよいですね。



12広報せき 2012.9.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか

匠の技濃州関所茶屋
からのお知らせ

匠の技
体験工房
参加者
募集

照会先 長良川鉄道株式会社　 23-3921　ホームページ http://www.nagatetsu.co.jp

※定員になり次第締め切ります。 ※講師の都合により、日程が変更になる場合があります。

濃州関所茶屋（関市南春日町 9-1  23-9922）問い合わせ・申込先

折り紙で季節の飾りや遊べ
る作品などを作ります。

毎回違った小物を作りま
す。（手まり、根付、グリー
ティングカードなど）

平らな板にフィルムを貼っ
て彩色し、リード線をつけ
て作品にします。

羊毛フエルトや切抜きプリン
ト、ポンポンなど心にぐっとく
るオリジナル小物を作ります。

折り紙教室 季節に合わせた手芸教室 グラスアート教室 ハンドメイドクラフト教室

講　師 講　師 講　師 講　師

日　時 日　時

日　時 日　時

定　員 定　員

定　員 定　員

費　用 費　用 持ち物 持ち物

費　用 費　用

米光富雄さん
（関市卓越技能者）

足立幸枝さん 笠原洋子さん コーポ・ヒロさん

10月7日(日)、11月4日(日)、
12月2日(日) 午後1時～3時

10月14日(日)、11月11日(日)、
12月  9日(日)午前9時～正午

10月28日(日)、11月25日(日)、
12月23日(日)午前9時～11時

11月18日(日)
午前9時～正午

各日10人
（親子での参加大歓迎）

各日15人

各日5人 5人

120円（材料費） 100～500円（材料費） はさみ 手芸用はさみ

1,000円（材料費） 100～500円（材料費）

◆開催日　９月 15 日（土）・16 日（日）・17 日（月・祝）・

22日（土・祝）・23日（日）・29日（土）・30日（日）

　※募集締め切りは各開催日の５日前

◆募集人数　各日 35人（最少催行人数 20人）

◆会費　大人５８００円、小人４８００円（運賃・鮎料理代・

飲物代を含む）

◆行程　美濃太田（10:30 発）→富加（10:42）→関（10:57）

→美濃市（11:08）→郡上八幡（12:00 着）～送迎バス～

　☆郡上八幡観光ヤナ（12:15 ～ 13:45）　○鮎料理メニュー

塩焼き、フライ、甘露煮、魚田、雑炊

　☆城下町プラザ（14:00 ～ 14:30）　○郡上特産品のショッ

ピングをお楽しみください。

　～送迎バス～郡上八幡（14:52 発）→美濃市（15:40）→関

（15:50）→富加（16:02）→美濃太田（16:12 着）

◆その他　・列車は貸切のお座敷

　カラオケ付車両です。

・城下町プラザからは各自で自由行動も

　できます。お帰りは定期列車を

　ご利用ください。　

・添乗員が同行します。

◆開催日　10月 13 日（土）

◆コース　【スタート】長良川鉄道関駅→弥勒寺公園→関市円

空館→フェザーミュージアム→濃州関所茶屋→関鍛冶伝承

館→刃物まつり会場→惟然記念館→関善光寺→【ゴール】

長良川鉄道関駅（８．９㌔）

◆所要時間　約２時間

◆参加方法　・参加費は無料です。

・ウオーキングのための駐車場はありませんので、鉄道を利用

してお越しください。

・さわやかウオーキング、刃物まつり開催のための臨時列車を

運行します。

初秋の超定番！

清流 「鮎ヤナ料理列車」
スポーツの秋

さわやかウオーキング「円空の歴史と刃物まつり」
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食
品
加
工
体
験

■
定
員　

各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
も
20
人

　
（
申
し
込
み
順
）

■
場
所
・
申
込
先　

ふ
る
里
農
園
美
の
関

　
（
☎
25
―
１
５
８
８
）

■
体
験
メ
ニ
ュ
ー

朝
市
「
惟
然
市
」

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、

惟
然
市
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
８
日
（
土
）・
22
日
（
土
・
祝
）

午
前
９
時
～
11
時

■
場
所　

関
商
工
会
議
所
会
館
前
「
本
町
ひ

ろ
ば
」

■
販
売
商
品　

野
菜
・
果
物
・
花
・
菓
子
・

加
工
食
品
・
衣
料
品
な
ど

■
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
・
地
域
づ
く
り

事
業
委
員
会
朝
市
担
当
（
☎
22
―
２
２

６
６
）

せ
き
健
康
の
郷
づ
く
り
事
業

　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
の
協
働
で
、
な
る
ほ

ど
！
健
康
講
演
会
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

■
期
日　

９
月
８
日
（
土
）

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

【
第
１
部　

な
る
ほ
ど
！
健
康
講
演
会
】

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時

▽
テ
ー
マ
「
身
近
な
放
射
線
」

▽
講
師　

櫻
井
智
徳
さ
ん
（
岐
阜
医
療
科
学

大
学
放
射
線
技
術
学
科
准
教
授
）

【
第
２
部　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
】

▽
時
間　

午
前
11
時
～
正
午

▽
内
容　

骨
密
度
・
体
年
齢
・
肺
年
齢
・
血

管
年
齢
・
血
圧
・
脳
年
齢
・
腹
囲
・
肌

年
齢
の
各
種
測
定
お
よ
び
健
康
相
談

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
（
☎
22
―

９
４
０
１
）、
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
出
展
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

特
別
展
「
岐
阜
、
染
と
織
の
匠
た
ち
」
の

出
展
作
家
で
あ
る
土
屋
順
紀
さ
ん
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
す
。
展
覧
会
場
で
作
品

を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
作
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

▽
定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

▽
参
加
費　

入
館
料
の
み

【
講
座
「
岐
阜
の
ほ
と
け
た
ち
」
特
別
展
版
】

　

特
別
展
「
飛
騨
・
美
濃
の
信
仰
と
造
形
」

に
関
連
し
て
、
岐
阜
県
の
仏
像
を
紹
介
し
、

詳
し
く
解
説
し
ま
す
。
入
門
者
の
方
も
参
加

で
き
る
教
養
講
座
で
す
。

▽
日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

▽
参
加
費　

入
館
料
の
み

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
（
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
場
所
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１　

28
―
３
１
１
０
）

開催日時 体験メニュー 参加費

9月12日(水)

13:00～15:00

おはぎ いろいろ

五平餅作り
1,000円

9月20日(木)

13:00～15:00

米粉を使った料理

白玉団子 など
1,000円

9月25日(火)

13:00～15:00

スイートポテトと

鬼まんじゅう作り
1,000円

持ち物：エプロン・三角巾

広報せき 2012.9.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

9月20日(木)～9月28日(金) 9月29日（土）～10月3日(水)

9月1日(土)～9月11日(火)

9月12日(水)～9月17日(月・祝)

◆休館日　月曜日（休日を除く） 、休日の翌日（土・日・休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7776

親しみ易い書道作品 国体開催までのあゆみ

第51回関市発明展（全国発明くふう展優秀作品パネル紹介）

せき・まちかど工房ギャラリー

9月2日（日）まで

午前10時～午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内　☎24-8212）

水墨画を楽しむ会

こんの会
9月4日(火)～9月9日(日)

「手作り陶芸の会」作品展
9月11日(火)～9月16日(日)

きらめき展
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第
51
回
関
市
発
明
展

　

日
常
生
活
の
中
で
生
ま
れ
た
創
意
く
ふ
う

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
作
品
を
一
堂
に
展
示
し

ま
す
。

■
日
時　

▽
９
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時　

▽
16
日
（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
表
彰
式
＝
午
後
１
時
～
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
照
会
先　

岐
阜
県
発
明
協
会
関
支
会
事
務

局
（
商
工
課
☎
23
―
６
７
５
２
）

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

水
中
で
行
う
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
で
き

ま
す
。

■
日
時　

10
月
５
日
～
12
月
14
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
10
回
）
※
11
月
23
日
は
休
講

　

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分　

▽
夜
間
の
部
＝
午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
温
水
プ
ー
ル
」

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

高
校
生
以
上
の
方

■
定
員　

各
部
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円
（
プ
ー
ル
入
場
料

は
別
途
必
要
）

※
申
込
期
間
内
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
入
さ
れ
た
お

金
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話

受
け
付
け
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

で
も
、
受
講
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。（
午
後
の
部
の
み
。

利
用
人
数
に
制
限
あ
り
。
別
途
５
０
０

円
必
要
）

■
申
込
先　

９
月
６
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
―
７
７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

　

ア
ラ
ブ
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
特
有
の
動
き

で
骨
盤
や
股
関
節
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
12
日
～
12
月
７
日
の
毎
週
金

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分
（
全

８
回
）
※
11
月
23
日
は
休
講

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円

※
申
込
期
間
内
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
入
さ
れ
た
お

金
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話

受
け
付
け
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

で
も
、
受
講
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
先　

９
月
６
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
―
７
７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

手
話
講
座

（
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
）

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
一
つ
で
あ
る
手
話
を
学
び
ま
す
。
初

め
て
の
方
を
対
象
と
し
た
入
門
課
程
、
入
門

課
程
修
了
者
や
手
話
の
学
習
経
験
が
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
基
礎
課
程
が
あ
り
ま
す
。

【
入
門
課
程
】

■
日
時　

10
月
３
日
～
平
成
25
年
２
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
（
全

20
回
）
※
12
月
26
日
、
１
月
２
日
を
除
く

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
―
３
会
議
室
」

■
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円

【
基
礎
課
程
】

■
日
時　

10
月
11
日
～
平
成
25
年
３
月
７
日

の
毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時
（
全

20
回
）
※
12
月
27
日
、
１
月
３
日
を
除
く

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
―
１
会
議
室
」

■
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
１
４
７
０
円

■
定
員　

各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

入
門
課
程
は
９
月
19

日
（
水
）、
基
礎
課
程
は
９
月
27
日
（
木
）

ま
で
に
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
22

―
０
３
７
２　

23
―
６
８
６
３
）

俳
句
入
門
講
座

　

俳
句
を
初
め
て
学
び
た
い
方
を
特
に
対
象

と
し
ま
す
。
定
型
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
季

語
の
用
い
方
な
ど
、
俳
句
の
基
本
を
学
び
ま

す
。

■
日
時　

10
月
18
日（
木
）、11
月
15
日（
木
）、

12
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
～
３
時
（
全

３
回
）

■
場
所　

惟
然
記
念
館
（
西
日
吉
町
）

■
対
象　

俳
句
に
関
心
を
持
つ
初
心
者
の
方

で
、
３
日
間
と
も
受
講
で
き
る
方

■
定
員　

８
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が
き
で
申
し

込
み
。
は
が
き
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
文
化
課
内
「
俳

句
入
門
講
座
」
係
へ
送
付
（
〒
５
０
１

―
３
２
３
２　

桜
本
町
２
―
30
―
１
文

化
会
館
内
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
先　

９
月
20
日
（
木
）
必
着
ま
で
に

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

初
級
中
国
語
講
座

■
日
時　

10
月
５
日
～
12
月
14
日
の
毎
週
金

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
全
10

回
）
※
11
月
30
日
は
休
講

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
ー
３
会
議
室
」

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
５
人
以
下
の
場
合
は
講
座
を
中
止
し
ま

す
。

■
受
講
料　

２
０
０
０
円
（
非
会
員
の
場
合

は
別
途
年
会
費
２
０
０
０
円
が
必
要
）

■
照
会
先　

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
秘
書

広
報
課
内
☎
23
―
６
８
０
６　

23
―

７
７
４
４
）

広報せき 2012.9.1
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は
つ
ら
つ
筋
ト
レ
教
室

　

運
動
を
し
た
い
け
れ
ど
、
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
分
ら
な
い
、
足
腰
を
丈
夫
に
し
た
い

方
な
ど
の
た
め
の
介
護
予
防
の
筋
ト
レ
教
室

で
す
。

【
富
岡
地
区
】

■
日
時　

10
月
５
日
～
12
月
21
日
の
毎
週
金

曜
日　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
30
分
（
全

10
回
）
※
11
月
16
日
・
23
日
は
休
講

■
場
所　

富
岡
公
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

富
岡
地
区
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

【
西
部
地
区
】

■
日
時　

10
月
10
日
～
12
月
12
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
30
分
（
全

10
回
）

■
場
所　

西
部
地
区
公
民
館

■
対
象　

西
部
地
区
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

■
定
員　

各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
講
師　

井
上
伸
子
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導

士
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
先　

９
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
（
☎
23
―
９
０
０
７　

23
―
７

７
４
８
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室

　

若
い
こ
ろ
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
元

気
を
保
つ
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。ま
た
、

き
れ
い
な
姿
勢
や
柔
軟
性
を
維
持
す
る
こ
と

は
、見
た
目
も
美
し
く
若
々
し
く
見
せ
ま
す
。

普
段
の
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
簡
単
な
体

操
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時
45
分

～
11
時
30
分

■
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
運
動
・
呼
吸
法
の
紹
介
と
実
践

※
運
動
前
に
血
圧
測
定
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
参
加
を
見
合

わ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
～
59
歳
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
の
で
き
る
服
装

■
場
所
・
申
込
先　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
46
―
２
８
９
９
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

　

関
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
子

ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
啓
発
の
た
め

に
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
見
守
る
立
場
、

見
守
ら
れ
る
立
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を

標
語
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
作
品　

見
守
り
活
動
に
対
す
る
思
い

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
へ

の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
標
語

　
（
例
）　

き
み
の
こ
と　

い
つ
も
み
て
る
よ

　

す
ぐ
そ
ば
で
【
23
年
度
金
賞
作
品
】

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方

■
賞　

金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞

■
応
募
方
法　

応
募
票
に
標
語
と
必
要
事
項

を
記
載
し
、
９
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ
提
出
（
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
も
可
）
※
１
人
１
点
の
み

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

 

23
―
７
７
７
８
）

「
ふ
れ
愛
（
あ
い
）」
写
真

　

関
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
家

族
や
友
達
、
地
域
行
事
な
ど
で
の
ふ
れ
あ
い

の
一
コ
マ
を
撮
影
し
た
「
ふ
れ
愛
（
あ
い
）」

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
の
小
中
学
生

■
賞　

金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞　

ほ
か

■
応
募
方
法　

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
写
真

（
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の
印
刷
も
可
）
に

応
募
票
を
付
け
て
９
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出　

※
１
人
１

点
の
み
。
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

23
―
７
７
７
８
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
電
話
相
談

■
期
間　

９
月
10
日
（
月
）
～
16
日
（
日
）

※
月
～
金
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時　

▽
土
・
日
曜
日
＝
午
前
10
時
～
午

後
５
時

■
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局

職
員

■
受
付
・
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１

１
０
）

9月のプラネタリウム投影
日　　時

テ  ー  マ
場　　所
料　　金

定　　員
照  会  先

9月22日（土・祝）・23日（日）
①午前10時30分～ ②午後1時～ ③午後2時10分～ ④午後3時20分～
⑤〈22日のみ〉午後7時～（天体観望会の解説を兼ねる）
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。
　予約はできません。順に並んでお待ちください。

「月の話」
学習情報館3階・コスモホール
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、
　市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
各回100人（定員になり次第締め切り）
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

広報せき 2012.9.1

７

23
―
７
７
７
８
）

（
☎
46
―
２
８
９
９
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語
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外
国
籍
の
子
ど
も
の
就
学

　

小
中
学
生
の
年
齢
で
あ
っ
て
も
、
外
国
籍

の
子
ど
も
は
就
学
さ
せ
る
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
就
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
就
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
８
１
２

５　

23
―
７
７
４
７
）

就
職
相
談
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
）

　

毎
月
１
回
、
こ
れ
ま
で
ア
ピ
セ
・
関
で
実

施
し
て
い
た
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
就
職
相
談
を
、
９
月
か
ら
市
役
所
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
場
所
を
変
更
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
・
ア
ト
リ
ウ
ム
「
相

談
コ
ー
ナ
ー
」

■
相
談
方
法　

面
接
相
談
（
予
約
不
要
）

■
相
談
料　

無
料

■
照
会
先　

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
８
―
２
７
８
―
１
１
４

９
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

試
験
放
送

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―

A
L
E
R
T
）
に
よ
る
試
験
放
送
を
実
施
し

ま
す
。
市
の
防
災
行
政
無
線
（
同
報
無
線
）

と
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、
国
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
情
報
が
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
同

報
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
か

ら
一
斉
に
、
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。
大
切

な
試
験
で
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
ご
ろ
、

午
前
10
時
30
分
ご
ろ
の
２
回

■
対
象　

市
内
全
域

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
」
×
３
回

　

こ
ち
ら
は
広
報
せ
き
で
す

　

こ
れ
で
試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す

　

下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は　

緊
急
地

震
速
報
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
国
が
人
工
衛
星
な
ど

を
用
い
て
情
報
を
送
信
し
、
防
災
行
政

無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
、
サ
イ
レ
ン
や

音
声
放
送
に
よ
り
皆
さ
ん
へ
情
報
を
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

ワ
ク
チ
ン
で
子
宮
頸
が
ん
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

子
宮
頸
が
ん
発
症
の
原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ

る
も
の
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
15
種
類
あ

る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
中
で
も
、
が
ん
発
症
の
６
割
を

占
め
る
16
・
18
型
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
次

の
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

の
接
種
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。
接
種
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
計
画
的
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。

■
対
象　

接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る
中

学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当
の
年
齢

の
女
子

■
接
種
回
数　

▽
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
＝
初
回

接
種
か
ら
１
カ
月
後
に
１
回
、
初
回
か

ら
６
カ
月
後
に
１
回
接
種
（
計
３
回
）　

▽
ガ
ー
ダ
シ
ル
＝
初
回
接
種
か
ら
２
カ

月
後
に
１
回
、
初
回
か
ら
６
カ
月
後
に

１
回
接
種
（
計
３
回
）

■
接
種
方
法　

市
内
指
定
医
療
機
関
へ
直
接

予
約
し
接
種
し
ま
す
。
母
子
手
帳
、
健

康
保
険
証
（
関
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
接
種
費
用　

必
要
回
数
全
額
無
料

■
助
成
期
限　

平
成
25
年
３
月
30
日
（
土
）

ま
で
（
平
成
25
年
４
月
以
降
は
未
定
）

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
中
学
校

を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
を
対

象
に
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
認
定
す
る
た
め
の
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。
合
格
し
た
方
に
は
、
高
等
学
校
の
受
験

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
試
験
日　

11
月
１
日
（
木
）

■
試
験
場
所　

岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
薮
田
南
）

■
試
験
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

■
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
７
７
１

９　

23
―
７
７
４
７
）

関
市
収
納
代
理
金
融
機
関

合
併
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

関
市
収
納
代
理
金
融
機
関
の
岐
阜
銀
行
は

平
成
24
年
９
月
18
日
に
十
六
銀
行
に
吸
収
合

併
さ
れ
ま
す
。

　

税
金
な
ど
を
納
め
る
際
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
照
会
先　

会
計
課
（
☎
23
―
７
７
０
３　

23
―
７
７
５
０
）

広報せき 2012.9.1

9月の市民天体観望会
日　　時
テ  ー  マ
場　　所
内　　容
料　　金
定　　員
参加方法

照  会  先

9月22日（土・祝）午後7時～8時30分
「月と夏の大三角形を見よう」

学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望
一般300円、中学生以下無料
100人（定員になり次第締め切り）
予約はできません。午後6時30分受付開始。午後6時50分入場
開始。順に並んでお待ちください。（遅れての参加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

９
）
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福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
更
新

　

10
月
１
日
か
ら
、
福
祉
医
療
の
受
給
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
重
度
心
身
障
が
い
者

（
65
歳
以
上
の
方
の
み
）
や
父
子
家
庭
の
方

で
、
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
該

当
す
る
方
に
は
、
９
月
中
旬
以
降
に
案
内
の

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

■
日
時　

▽
９
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時
（
市
役
所
の
み
）　

▽
９
月
24

日
（
月
）
～
28
日
（
金
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所　

市
役
所
１
階
・
市
民
ホ
ー
ル

※
各
地
域
事
務
所
管
内
在
住
の
方
は
最
寄
り

の
事
務
所
。
た
だ
し
、
23
日
（
日
）
に

手
続
き
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
役
所

の
み
。

■
持
ち
物　

案
内
の
は
が
き
、
受
給
者
証
、

健
康
保
険
証
、印
鑑
（
被
保
険
者
の
も
の
）

※
重
度
心
身
障
が
い
者
の
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
う
ち
所
持
し
て
い
る
も

の
■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
７
７
３

５　

23
―
７
７
４
８
）

防
炎
製
品
の
使
用
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

住
宅
火
災
の
多
く
は
、
小
さ
な
火
種
が
布

製
品
に
着
火
し
、
燃
え
広
が
る
こ
と
に
よ
り

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

布
製
品
が
あ
り
ま
す
が
、
布
製
品
は
燃
え
や

す
い
た
め
、
小
さ
な
火
種
で
も
着
火
し
や
す

く
、
住
宅
火
災
や
そ
れ
に
よ
る
死
者
発
生
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、活
用
し
た
い
の
が
「
防
炎
製
品
」

で
す
。
防
炎
製
品
と
は
繊
維
を
燃
え
に
く
く

改
良
し
た
も
の
で
、
パ
ジ
ャ
マ
、
シ
ー
ツ
、

エ
プ
ロ
ン
、
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
枕

や
布
団
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
も
、
布
製

品
へ
の
延
焼
拡
大
を
防
ぎ
、
高
齢
者
や
体
が

不
自
由
な
人
の
避
難
時
間
を
確
保
し
「
逃
げ

遅
れ
」
を
な
く
す
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

防
炎
製
品
に
は
、

次
の
よ
う
な
マ
ー
ク

が
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
購
入

時
の
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

９
月
９
日
は
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
（
救
急
）

の
日
」
で
す
。
毎
年
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
（
今
年
は
９
月
９
日
～
15
日
）
を
応
急
手

当
の
重
要
性
や
救
急
業
務
へ
の
理
解
を
深
め

る
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
中

濃
消
防
組
合
管
内
の
平
成
23
年
中
の
救
急
出

動
は
３
９
５
６
件
あ
り
、
前
年
よ
り
１
２
０

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
救
急

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
迅
速
な
１
１
９

番
通
報
や
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
傷
病
者
の
救
命
効
果
が
向
上
し
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
１
１
９
番
通
報
の

仕
方
、
心
肺
蘇
生
法
や
応
急
手
当
な
ど
の
講

習
会
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

ぎふ清流国体
作者 . ザビエル山田

関
で
は
、

ゴ
ル
フ
も

行
わ
れ
ま
す

今
回
は
そ
の
競
技
に

出
場
さ
れ
る
そ
う
で

ま
だ
開
催
ま
で

日
が
あ
る
の
に

や
は
り
選
手
と
し
て

当
然 
頭
に

入
れ
と
か
な
い
と

今
は

カ
ー
ナ
ビ
が

あ
る
で
し
ょ

コ
ー
ス
の
下
見
に

来
た
ん
で
す
よ

え
ー
っ

必
要
で
す
か
！？

ゴ
ル
フ
場
ま
で
の

道
順
じ
ゃ
ね
ー
よ

広報せき 2012.9.1
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相談先 関市消費生活相談室（商工課内）　 23-6752

（独）国民生活センター 見守り新鮮情報より

　　　　 夫が生前に契約したことがあるとい

う業者が、電話で「通常価格より安くするから」

と健康食品を勧めてきた。すでに常用してい

る健康食品があるからと断ったのに、後日商

品が送られてきた。　　　　（80歳代　女性）

　　　　 「注文のあった健康食品を代金引換で

送る」と電話があった。「注文した覚えはない」

と伝えると「確かに注文している。代金は2万円。

支払わないと訴える」と脅された。経済的にゆ

とりがないので、そんなに高い健康食品を注文

するはずがないのに、翌日業者が言ったとおり

商品が届いてしまった。　 （70 歳代　女性）

見守り

新鮮情報
注文していないのに
健康食品が送られてきた！

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語 りません。

●勧誘されても必要なければはっきりと断り

ましょう。業者名や連絡先を確認しておく

ことも大切です。

●商品が届いてしまっても、安易に受け取ら

ないようにしましょう。

●困ったときは、速やかにお住まいの自治

体の消費生活センターなどにご相談くだ

さい。

安易に受け取らないで

ひとこと助言ひとこと助言

●健康食品の電話勧誘販売で、「断ったに

もかかわらず商品が送られてきた」「買う

とは言っていないのに商品が届いてしまっ

た」などという相談が寄せられています。

●消費者が承諾していないにもかかわらず一

方的に商品を送り付けられた場合、代金

支払いの義務はなく、受け取る必要もあ

事例 1 事例 2

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　

法
定
障
害
者
雇
用
率
の
見
直
し
の
時
期
に

あ
た
り
、
法
定
雇
用
率
の
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。
事
業
主
の
方
は
引
き
続
き
、
障
が
い
者

の
雇
用
促
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
改
正
内
容　

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率　

１
．
８
％
→
２
．
０
％

※
注
意　

従
業
員
が
50
人
以
上
の
事
業
主
に

も
障
が
い
者
の
雇
用
義
務
が
発
生
し
ま

す
。（
現
在
は
56
人
以
上
）

■
施
行
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
照
会
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
（
☎
22
―
３

２
２
３
）

違
法
な
森
林
開
発
の
防
止

　

森
林
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
法

令
の
遵
守
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
違
法

な
森
林
開
発
が
後
を
立
ち
ま
せ
ん
。
た
と
え

自
分
の
山
で
も
森
林
を
伐
採
す
る
時
は
、
あ

ら
か
じ
め
届
出
や
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
内
で
不
審
な
立
木
伐

採
、
掘
削
、
建
築
物
を
見
か
け
た
ら
、
県
中

濃
農
林
事
務
所
ま
た
は
林
業
振
興
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
照
会
先　

県
中
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
治

山
係
（
☎
33
―
４
０
１
１　

内
線
２
３

２
）、
林
業
振
興
課
（
☎
23
―
９
２
５
１

23
―
７
７
４
１
）

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 9月号
岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間 毎週金曜日
午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月・金・土曜日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
日 曜 日

午前10時30分～10時45分
午前6時～6時15分
午後8時15分～8時30分
午後3時30分～3時45分
午前9時30分～9時45分

：
：
：
：
：

都市から関市の山間部へ移り住んできた家
族などが、地域に対する思いを語ります。

ちょびっと田舎暮らし（仮）

9/  7：2012ほらどキウイマラソン大会
9/14：迫間不動尊秋季大祭

9/  5：ぎふ清流国体・ぎふ清流大会
　　  いよいよ開催！

広報せき 2012.9.1
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有料

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

1日（土） 市民ロビー アフタヌーンコンサート
シャンソン☆歌☆Songs 午前11時

2日（日） 小ホール 橋本陽子・渡辺多紀子　ピアノ発表会 午後0時30分

4日（火）

6日（木）
小ホール 安全運転管理者講習 午前10時

8日（土）

9日（日）
小ホール ㈱シノダ楽器

ヤマハ音楽教室　個人発表会
8日 午前10時10分
9日 午前9時30分

8日（土） 大ホール 東日本大震災復興
ジョイントコンサート 午後1時

15日（土） 大ホール 第244回市民の劇場
しまじろうおとぎのくにのだいぼうけん

午後1時
午後4時

17日（月） 大ホール 乳がん検診促進のための講演会
「大丈夫だよ、がんばろう！」  講師＝山田邦子 午後2時

20日（木）

23日（日）
第2・3・4
会議室 セキカイガセミナー展 午前10時

20日（木）

23日（日）
第1・2個展室 第34回　写楽クラブ展 午前9時30分

26日（水） 大ホール 平成24年度次代を担う子どもの
文化芸術体験事業 午前10時

広報せき 2012.9.1

24-2525

桜本町2 丁目

24-2529

若草通2 丁目

9 月の休館日

9 月の休館日

3日(月)、10日(月)、18日（火）、24日（月）

市民の劇場

市民の劇場

第245回市民の劇場

3日(月)、10日(月)、18日(火)、24日(月)、30日(日)
※9月4日（火）から通常の開館時間（平日＝10：00～20：00、土日祝＝10：00
～17：00）に戻ります。　※9月30日（日）～10月2日（火）は、ぎふ清流国体
の開催に伴い、図書館は臨時休館します。

9月の主な行事

9月26日(水)　
午前10時30分～11時30分9月21日(金)

午前10時～11時30分

9月8日(土) 　
午後5時20分～6時20分

図書館内「おはなしコーナー」

0～1歳児と保護者

わかくさ・プラザ「学習情報館
2階・ギャラリー」

関市立図書館内

ダーリンプル規子さん、ゼミ生のみなさん
（中部学院大学短期大学部幼児教育学科）

20人
15組30人　
※申し込み多数の場合は抽選

生涯に12 万体の神仏像を彫
り、全国各地を行脚し貧しき
人々を助けた祈りの旅人円空
の人間像・生き様を円空仏の
魅力とともに語ります。

図書館閉館後に「夕涼みコンサー
ト」を開催します。子どもから大
人まで楽しんでいただける曲を
用意しました。日中の暑さを忘れ
てどうぞお楽しみください。

気に入ったおもちゃで遊んだ
り、手遊びやふれあい遊び、
絵本の読み語りなどを通して、
短大生と一緒に楽しい時間を
過ごします。

※行事・日時など一部変更されることがあります。

〜
〜

〜

第 4回　みんなであそぼう
円空・その人と生涯

～出自から入定までを辿る～
（きままに関学～その 4）

夕涼みコンサートin図書館

日　時
日　時

日　時

場　所

対　象

1日(土)・2日(日)・8日(土)・9日(日) ・13日(木)・15日(土)・16日(日)・22日(土)・23日(日)

平日：午前10時30分～11時　土日：午後2時～3時

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：おはなし広場「どんぐり」／日曜日：かみふうせん ／第2木曜日：図書館職員

期　日

時　間

場　所

読み手

場　所
場　所

講　師

内　容

内　容

内　容

定　員
定　員

クァルテット ア ピアチェーレ
（岐阜大学管弦楽団ＯＢによる
弦楽四重奏団）

演奏者

堀野慎吉さん（日本児童文学
者協会会員・児童文学作家）

講　師

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAX、E-mailにてお待ちしています。

図書館イベントは“参加無料”です。図書館イベント参加者募集

9月の
おはなし会

有料

有料

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会応援事業

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会応援事業

2012関市お笑い演芸会ｉｎ 上之保

板取川歌謡＆お笑いショー

ピアノ ジャック

10月7日（日）

10月27日（土）

11月25日（日）

開演 午後2時（開場午後1時30分）

開演 午後 5時30分 (開場 午後5時)

開演 午後 5時 (開場 午後4時30分)

照会先 上之保事務所 ☎47-2001

照会先 板取事務所　☎0581-57-2111

上之保生涯学習センター

板取生涯学習センター

関市文化会館

全席指定 1,500円（税込）

全席指定 1,500円（税込）

全席指定 3,000円（税込）

9月の
おはなし会

〜 好評発売中！

前売日　9月 27日（木）販売開始

前売日　9月 12日（水）販売開始
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　桜ヶ丘小学校では、ＰＴＡと学校と地域（自治連

桜ヶ丘支部）が連携して通学路安全マップを作成

し、校区内の全世帯に配布しました。車の往来の激

しい道路など、通学路の危険個所を表示し、災害時

避難場所や地域の安全を見守る「子ども110 番の家」

などが写真付きで掲載されています。8 月5 日、ＰＴ

Ａ役員と児童が、自宅近くの子ども110 番の家を訪

問。日ごろのお礼や登下校時などの見守りをお願い

し、マップを手渡しました。

　8 月9 日、夏休み親子教室ワクワクふれあい学習の

一つである料理交流会が開かれ、児童らがブラジルで

人気の惣菜パン「エスフィーハ」作りを体験しました。

講師の指導を受けながら、生地づくりから作業を進

め、両手を使って丁寧に混ぜ込みました。具材も手際

よく調理し、三角形になるように包み、焼いて完成さ

せました。最後に皆で楽しく試食し、珍しい外国料理

に満足そうな表情を見せていました。

　カスタムナイフ職人の原幸治さん（大杉）の工房

で8 月6 日から3 日間、職場体験として「弟子入り」

した関有知高校2 年生5 人が、原さんの指導を受けな

がらオリジナルナイフを1 本ずつ作り上げました。

生徒らは、自ら選んだ材料を用いて、刃の研磨や持ち

手の取り付け、研削などを熱心に取り組みました。地

道な作業を積み重ね、少しずつナイフが完成してい

く様子に、モノづくりの楽しさを実感していました。

広報せき 2012.9.1

8月1日〜15 日にあった

市内の話題を中心に

ご紹介します。

通学路の安全を守るために

ブラジルの大人気パンに挑戦職人からモノづくりを学ぶ
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　小屋名地区のお盆の伝統行事「チンチカカ」が8 月

15 日、津保川河畔の百年橋から梅ノ木瀬橋一帯で開

催され、多くの地元住民でにぎわいました。たいまつ

を手に行列を作り、太鼓や笛の音とともに練り歩い

て、先祖の霊を慰めました。河原では、わらや笹で作

られた高さ約8 メートルの大たいまつ2 本に点火さ

れると、豪快に燃え上がって川面を真っ赤に染め、辺

りは音と炎による幻想的な雰囲気に包まれました。

　今年12 月に関市文化会館で開催される「全国子ど

も木の造形作品コンクール」に向けて、夏休みを利用

した「子ども木の造形創作教室」が8 月8 日、中池少

年自然の家で開かれ、参加児童40 人が集中して作業

に取り組みました。ウッドクリエイターら講師の指

導の下、のこぎりや金づちなどの道具を使い、材料を

組み合わせて思い思いの作品に仕上げました。同コ

ンクールでは引き続き、応募作品を募集しています。

　8 月5 日、円空上人入定の地である池尻の弥勒寺一

帯で、円空川まつりが開かれました。本堂での法要で

は、同寺収蔵の円空彫りを前に地元住民らが、円空上

人を偲んで順に焼香をあげました。境内では、護摩供

養のほか、円空上人が詠んだ和歌を吟じながら舞う

日本舞踊の奉納もありました。日が暮れた後は、付近

の長良川で400 個の灯り「万灯流し」が行われ、円空上

人や水難事故で亡くなった人の霊を慰めました。

　8 月5 日、羽島市で開かれた岐阜県消防操法大会に、

関市消防団関方面隊旭ヶ丘分団が出場し、県下各地

区の代表と小型動力ポンプ操法の俊敏性、正確性な

どを競いました。選手たちは、数カ月間の厳しい訓練

を重ねて大会に臨み、練習の成果を遺憾なく発揮。残

念ながら入賞には至りませんでしたが、多くの観客

に感動を与えるなど健闘しました。これからも私た

ちの安全・安心を守る消防団の活躍をお願いします。

　 高齢者の健康保持・福祉の向上を図るため、8 月から始まった「いきいきふれあい入浴助成事業」。65 歳以

上の方を対象に、市内4 つの入浴施設の利用料を助成する事業で、広報せき8 月1 日号でお知らせしたのです

が、先日上之保地域で開かれた車座集会で、参加者の誰もこの事業をご存じでなかったということでした・・

　時を同じく、市民の方から関市金婚式についての問い合わせが相次ぎました。こちらも8 月15 日号に掲載し

ましたが、わかりにくかったようです。以前も広報掲載を見逃し、式に参加できなかったご夫婦がいたという話も聞きました。

　広報係にとって、改めて襟を正す出来事でした。情報の受け手となるさまざまな読者の立場に立ち、全ての人にとって、でき

る限り親しみやすく、わかりやすい情報を提供するよう努めたいと思います。（上記2 事業は再度チラシにより周知予定）

　市では、インターネットを活用した情報提供をしていますが、これとて全ての方が見られるとは限りません。ここで必要な

のは、家族や知り合いの方などに教えてあげる、伝えてもらう、いわゆる「クチコミ」です。これも大きな情報伝達の一つです

ので、市民の皆さんによるご協力をなにとぞよろしくお願いします。

話

広報せき 2012.9.1

川面を染めるチンチカカ目指せ！円空大賞

円空上人を偲んで関市消防団健闘しました



関の「文化財」を紹介します。
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照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313

46 47

　春日神社に伝わる刀の 1 つです。全体の長さが 70㎝ある
刀で表側に「濃州関住兼常」、裏側に「文禄五年一二月吉日」
の銘があるので、兼元（孫六）・兼定に次ぐ、関を代表する名
工である兼常の作（文禄 5 年（1596））であることがわかります。
刃文は湾

のたれば

刃で、優美さの中に豪壮さがある刀です。

　春日神社に伝わる刀の 1 つです。全体の長さが 70.4㎝
ある刀で表側に「奉籠春日大明神　美濃関備中守藤原清
宣」、裏側に「万治三年庚子二月吉日」の銘があります。
万治3年（1660）に江戸時代初期の関鍛冶を代表する刀匠・
清宣が作ったものです。刃文は直刃で、豪壮さの中に佳麗
さを秘めた刀です。

46

47

刃文―刀身に入れられた波文様のことをいいます。焼
やき

刃
ば

土
つち

で覆い、焼き入れをすることによって現れます。日本

刀に独特な美しさを与えます。

湾刃―刃文の一種で、波のうねるような刃文のことです。

豆知 識

長良川鉄道・刃物会館前駅から徒歩約 5 分
東海北陸自動車道関 IC から車で約 10 分
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